
文  

富
岡
畦
草（
と
み
お
か
　
け
い
そ
う
）　 

大
正
15
年
8
月
、三
重
県
生
ま
れ
　
日
本
写
真
協
会
、日
本
写
真
家
協
会
、自
然
科
学
写
真
協
会
な
ど
の
会
員 

　
か
つ
て
全
国
に
知
ら
れ
た
東
京
の
繁
華
街
と
い
え
ば
、東
海
道
本
線
の
新
橋
駅
を
振
り
出
し
に
歩
い
て
、銀
座
、京
橋
、日
本
橋
で
あ
っ
た
。そ
の
町
名
が
示
す
よ

う
に
、こ
こ
東
京
都
中
央
区
に
は
、す
べ
て
江
戸
時
代
の
埋
立
地
で
あ
る
。堀
川
に
囲
ま
れ
、ど
こ
へ
行
く
に
も
橋
を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、不
便
な
よ
う
で
は
あ

る
が
、こ
の
堀
川
を
利
用
し
て
生
活
物
資
、商
品
が
供
給
さ
れ
、繁
華
街
を
形
成
し
て
い
っ
た
。 

　
新
橋
駅
の
そ
ば
に
も
、新
橋
、土
橋
、幸
橋
、蓬
莱
橋
な
ど
多
く
、こ
れ
ら
の
端
を
渡
っ
て
、銀
ぶ
ら
や
築
地
、日
比
谷
の
観
劇
を
楽
し
み
、伝
統
文
化
と
西
洋
文
化

に
触
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

　
こ
の
形
は
戦
中
ま
で
続
い
た
が
、東
京
大
空
襲
に
よ
る
灰
燼
処
理
の
捨
て
場
と
し
て
、戦
後
、昭
和
二
十
三
年
か
ら
順
次
埋
め
立
て
ら
れ
、街
の
模
様
を
一
変
し

た
。ま
た
、営
団
地
下
鉄
丸
の
内
線
が
敷
設
さ
れ
、昭
和
三
十
三
年
に
西
銀
座
駅（
現
在
は
統
合
し
て
銀
座
駅
と
な
る
）が
開
業
す
る
と
、す
っ
か
り
人
の
流
れ
が

変
わ
り
有
楽
町
が
都
民
の
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
の
影
響
で
、日
比
谷
の
興
行
街
に
客
は
増
え
た
が
、以
前
か
ら
の
新
橋
で
降
り
、写
真
の
レ
ン
ガ
積
み

鉄
道
線
路
に
沿
っ
て
歩
い
た
日
比
谷
へ
の
客
は
絶
え
た
。 

　
戦
後
し
ば
ら
く
、撮
影
地
点
近
く
に
焼
け
残
っ
た
古
い
小
さ
な
ビ
ル
が
あ
っ
た
。そ
れ
を
、米
軍
に
本
省
ビ
ル
を
接
収
さ
れ
て
、分
散
業
務
を
強
い
ら
れ
た
大
蔵

省
が
使
用
し
て
い
た
。そ
の
一
階
に
レ
コ
ー
ド
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
同
居
し
て
い
て
、新
聞
社
勤
務
時
代
に
た
び
た
び
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。相
手
は
、並
木
路
子
、岡
本

敦
郎
、鶴
田
六
郎
、藤
山
一
郎
と
い
っ
た
ス
タ
ー
歌
手
で
あ
っ
た
。こ
の
方
々
に
ベ
ニ
ア
板
で
仕
切
っ
た
応
接
室
で
リ
ン
ゴ
箱
を
は
い
だ
板
で
補
強
し
た
テ
ー
ブ
ル
を
挟

み
、リ
ン
ゴ
箱
を
椅
子
に
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
も
ら
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
（
昭
和
33
年
9
月
19
日
　
富
岡
畦
草
撮
影
） 

 

消
え
た
街
角:

富
岡
畦
草
・
記
録
の
目
シ
リ
ー
ズ 

昭
和
33
年 

新
橋
第
一
ホ
テ
ル
の
辺
り 

 

（昭和33年9月19日　富岡畦草撮影） 

 

 

 

上下2枚の写真の主役は間違いなくJR線下の煉瓦造りの橋であろう。連

続アーチ型構造のこの橋はJR山手線上野駅から浜松町駅まで続いており、

関東大震災でも壊れることなく山手線を支えてきた。一方、都市型ビジネ

スホテルの老舗である「新橋第一ホテル」は、全面改築し「第一ホテル東

京」として生まれ変わっている。 

現存するものと、なくなってしまうもの。どこにでもある街の風景の一つと

いってしまえばそれまでだが、あらためて記録の目として、写真で残しておく

ことの意義を感じた。　　　　　　　　                           （文：渡辺邦博） 

●第一ホテル東京 

●東京三菱銀行 

●ニュー新橋ビル 

●十仁 
　病院 

●新橋 
　駅ビル　 

新
　
橋
　
駅
 

N

（平成１５年3月5日  富岡畦草撮影） 


